
島根大学医学部における研修会・講演会・セミナー開催情報島根大学医学部における研修会・講演会・セミナー開催情報

開催日 場所（★印 学外開催） 対象者 主催者開催名
２/15 (土)
９:30～11:30

２/22（土）
10:00～12:00

2019年度 島根県がんピアサポーター相談会 島根大学医学部附属病院 

詳細については、医学部・附属病院ホームページ【研修会・講演会・セミナー】をご覧ください。

一般

一般

一般

外来中央診療棟３階 
がん患者・家族サポートセンター

２/17（月）
17:45～19:00

★隠岐病院２階 講堂第２回市民公開講座　健康長寿のための感染症包括ケア

第３回市民公開講座　健康長寿のための感染症包括ケア

健康長寿のための感染症包括
ケアプロジェクトセンター

３/13（金）
15:30～

ゼブラ棟２階
だんだん

ゼブラ棟２階
だんだん

令和元年度第４回 肝臓病教室 島根大学医学部附属病院
肝疾患相談・支援センター

３/６（金）
15:00～16:00

ゼブラ棟２階 
だんだん誰でも参加できる糖尿病教室

ゼブラ棟２階 
だんだん

３/９（月）
18:30～19:30 2019年度 臨床研究・統計セミナー

一般

一般

島根大学医学部附属病院
肝疾患相談・支援センター一般

島根大学医学部附属病院 
糖尿病ケアサポートチーム

講義棟３階 
Ｌ３講義室

３/13（金）
16:30～

令和元年度第４回 家族支援講座

２/23（日）
13:30～15:30

医療

一般 健康長寿のための感染症包括
ケアプロジェクトセンター医療

医療 島根大学医学部附属病院 
臨床研究センター本学

浜田市民フォーラム「島根大学病院の最新治療」2020早春 島根大学医学部附属病院★浜田市 いわみーる４階
 401研修室

2月15日～3月14日 対象者：　一般　一般市民　　医療　医療関係者　　本学　本学教職員・学生

問合せ先　 整形外科外来 TEL：0853-20-2385

　女性アスリートの健康管理上の問題点として、「利用可能エネルギー不足」、
「無月経」、「骨粗鬆症」があり、これらは「女性アスリートの三主徴」と呼ばれていま
す。運動によるエネルギー消費量に対して、食事などによるエネルギー摂取量が
不足した状態が続くと、卵巣を刺激する脳からのホルモン分泌が低下し無月経と
なり、正常に女性ホルモンが分泌されず女性器の発育を妨げるばかりか骨代謝に
も影響を及ぼします。その結果、思春期の若い女性であっても骨粗鬆症となること
も珍しくなく、運動負荷による疲労骨折をきたす危険性が高まります。なによりこのよ
うな栄養不足で不健康な状態ではアスリートとしてパフォーマンスが十分に発揮で
きるはずがありません。
　女性アスリートの三主徴はそれぞれの発症が相互に関連しているため各診療
科が協力して多角的にケアする必要があります。そこで大学病院の強みを活かし、
疲労骨折に対して整形外科、無月経に対し婦人科、骨粗鬆症に対して内分泌代
謝内科、低栄養に対し栄養部、そしてパフォーマンス発揮のためのアスレティックリ
ハビリテーションを理学療法部が担当するという包括的な診療体制を構築し女性
アスリートのための専門外来を開設することとなりました。
　疲労骨折や無月経で悩む女性アスリート（特に思春期の学生）の患者さんがお
られましたら是非ご紹介頂ければと存じます。

女性アスリート外来を開設しました
整形外科　　門脇　俊

かどわき 　まさる

女性アスリートの三主徴

10代女性アスリートの
疲労骨折有無と月経状態

無月経　　           正常月経
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・女性アスリート外来を
 開設しました

・島根大学医学部における
 研修会・セミナー開催情報

・島根県で初めて

 医学教育専門家の資格を取得いたしました
Certified Medical Education Specialist

・ウィメンズリハビリテーションについて

Sh imane Un ivers i ty Hosp i ta l
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2020年2月発行
編集・発行　島根大学医学部附属病院「病院ニュース」編集委員会
問 合 せ 先　島根大学医学部附属病院　医療サービス課　医療支援（地域医療）担当
TEL：0853-20-2068　FAX：0853-20-2063
◆島根大学医学部附属病院 ホームページ　http://www.med.shimane-u.ac. jp/hospital/島大病院ニュース
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　医学教育専門家制度は、現代の複雑で細分化された医学教育のな
かで、高度な医学教育学の専門的人材を養成することを目的に発足しま
した。具体的には各施設で発生する教育的課題について、能動的かつ
具体的な教育改善を図ることができ、またグローバルな視点をもち医学
教育国際認証に対応できる人材の育成に重点がおかれております。
　資格取得者は大半が医師ですが、薬学部など医療系専門職教員も
若干名おられるため、医学教育専門医ではなく医学教育専門家と呼称
しております。2019 年 12月現在、全国で 145 名が認定され、私はこのた
び中国・四国地区では 10 人目、山陰地区では２人目、そして島根県で
は初の資格取得者となりました。
　私は 2016 年に本コースに応募し、以来研鑽を重ねてきました。
Teaching and Learning のユニットでは個別の教育機会についてい
かに質の高い教育を提供できるか、Assessmentではいかに科学的で公正
な学習者評価を行うことができるか、そしてCurriculum Development
では社会的ニーズや獲得すべき能力から逆算した教育方略とフィード
バックをいかに高いレベルで遂行できるかについて、課題に取り組み、
group discussion や peer reviewを重ね、そして何回も審査を受けて
単位を取得していきました。
　これらを通じて、基本的な教育理論と最新のエビデンスを叩きこまれま
した。講師の先生方からは厳しい指導もいただき、心が折れそうになる時もありましたが、同志とも励ましあい気持ちを
奮い立たせて前進してきました。その後も、医学教育に係る学術活動や教育現場での具体的な教育実践と教育改善
の実績、そして医学教育者としてのキャリアヒストリーと将来展望の審査があり、最後には口頭試問もありましたが、そ
れらを乗り越えて合格の報告をいただいたときには、飛び上がって喜びました。振り返ってみると、資格取得が重要で
はなく、資格取得を通じて経験した苦労、苦しみも含めた学びの過程そのものが医学教育者としての自らの肥やしに
なったと実感しています。
　島根大学医学部の教育現場を見てみますと、卒前教育においては医学教育国際認証が目前まで迫っておりその
対策が急務です。また附属病院の卒後教育でも本年の初期研修医のマッチング数が低迷し、研修カリキュラムの改
革は喫緊の課題です。さらに医師のみならず看護職や技術職を含めた医療スタッフへの倫理教育や医療安全教育、
プロフェショナリズム教育など、病院全職員を対象として取り組む必要のある教育課題も多数あります。
　私は、医学教育専門家の資格取得を通じて修得した基本的な教育理論と最新の教育研究エビデンス、そして実
地に基づいた学びを生かして、卒前卒後教育、医師と医療スタッフの生涯教育、病院医学教育の質向上にむけて貢
献していきたいと考えております。

放射線治療科 診療科長
卒後臨床研修センター  ティーチングスタッフ
医学部附属病院　研修管理委員会　委員
医学部　医学教育プログラム委員会　委員

たまき　 ゆきひさ

医学教育専門家の資格を取得いたしました

　ウィメンズリハビリテーションとは、女性特有の身体の

不調によって生じる障害に対するリハビリテーションの

総称です。比較的新しい分野であり、世界的には有効

性が認められていますが、本邦ではまだ保険適用と

なっていません。

　その女性特有の不調の中でも「尿もれ」や「骨盤臓

器脱」については、妊娠・出産を経験した 40 歳代以

上の女性の多くが症状に悩まされていると言われてい

ます。これらの不調は、“ 骨盤底筋 ”と言われる骨盤

内の筋肉や靭帯が緩むために起こりますが、弱くなっ

た骨盤底筋に対して適切な運動を行うことで症状の

改善が期待できます。

　そこで当院では、これらの症状を抱える患者さんに対して自費による理学療法のサービスを2019 年４月より提供し

ています。外来で３ヶ月間、骨盤底筋体操に加え、姿勢指導や生活指導を行います。問診・評価を行い、個々の患者

さんに合った指導を行います。骨盤底筋体操は「ストレッチポール®ひめトレ」と呼ばれる道具を使用して行うこともあり、

当院には「ひめトレインストラクター」という有資格者が２名所属しています。

　ウィメンズリハビリテーションの実施をご希望の場合、当院産科・婦人科の受診が必要です。病態や運動による効果

が期待できるかについて産科・婦人科医師が判断し、リハビリテーション科医師・理学療法士と連携を取りながら進

めています。

　　（ウィメンズリハビリテーション実施体制の構築は「島根大学医学部附属病院高度医療推進等基金」の助成を受けています）

リハビリテーション部　理学療法士　　黒崎　育美
くろさき    いくみ

ウィメンズリハビリテーションについて
Certified Medical Education Specialist
島根県で初めて

玉置　幸久
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